
　

3
月
28
日
に
閉
会
し
た
第
1
回

船
橋
市
議
会
定
例
会
に
は
、
ご
み

の
収
集
回
数
の
3
回
か
ら
2
回
へ

の
削
減
に
反
対
す
る
市
民
の
陳
情

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
1
2
7
5

名
の
署
名
が
添
付
さ
れ
た
「
可
燃

ご
み
の
『
週
3
回
収
集
を
維
持
す

る
こ
と
』
を
求
め
る
陳
情
」
（
千

葉
・
茨
城
公
団
住
宅
自
治
会
協
議

会
船
橋
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
「
ご
み
収

集
回
数
変
更
に
対
す
る
陳
情
書

―
ご
み
の
収
集
回
数
を
週
3
回
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市
企
画
財
政
部
財
産
管
理
課
は
３
月
議

会
で
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
検

討
対
象
施
設
を
公
表
し
ま
し
た
。
検
討
対

象
と
さ
れ
た
９
施
設
の
う
ち
６
施
設
が
小

中
学
校
（
小
学
校
４
校
、
中
学
校
２
校
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
表
参
照
）

　

市
は
、
「
最
大
の
施
設
量
を
有
す
る
小

中
学
校
を
中
心
と
し
て
統
廃
合
、
複
合

化
、
減
築
等
を
行
い
最
適
化
を
図
る
」
と

し
、
「
10
年
後
（
2
0
2
7
年
）
に
１
学

年
１
学
級
以
下
の
見
込
み
と
な
る
小
中
学

校
」
な
ど
を
検
討
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
「
統
廃
合
を
前
提
と
し
て
検
討

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
施
設
の
状
況
を
把

握
し
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
有
効
に
最
適

化
を
図
れ
る
か
検
討
し
て
い
く
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
検
討
対
象
の
筆
頭
に
あ
げ
ら

れ
て
い
る
金
杉
台
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

「
御
滝
中
学
校
と
の
統
合
」
も
「
対
応
策
」

の
１
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
案
の
審
議
を
行
っ
た
市
議

会
文
教
分
科
会
で
は
、
教
育
委
員
会
教
育

総
務
課
か
ら
、
「
金
杉
台
小
中
の
学
校
評

議
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
意
見
を
聞
い
て
い

る
」
、
「
小
中
校
長
、
学
校
評
議
員
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
代
表
、
教
育
委
員
会
で
『
船
橋
市
立
金

杉
台
中
学
校
の
今
後
を
考
え
る
会
』
を
作

り
意
見
を
出
し
合
っ
た
と
い
う
段
階
。

『
小
さ
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
』
と
い

う
意
見
も
あ
っ
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
「
期
限
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。
地
域
へ
の
情

報
提
供
・
意
見
聴
取
に
つ
い
て
は
、「
や
っ

て
い
な
い
。
今
後
会
で
話
し
合
う
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

学
校
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
施
設
で
あ
り
、
検
討
対
象
と
な
っ

て
い
る
他
の
学
校
を
含
め
、
「
町
会
・
自

治
会
な
ど
地
域
住
民
に
広
く
情
報
提
供
を

行
い
意
見
を
聞
く
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し

た
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
統
廃
合
複
合
化

　
　
　  

減
築
等
）

（
統
廃
合
複
合
化

　
　
　  

減
築
等
）

小
中
学
校
６
校
が
対
象
に

小
中
学
校
６
校
が
対
象
に

の
ま
ま
に
し
て
く
だ
さ
い

―
」

（
新
日
本
婦
人
の
会
船
橋
支
部
）

で
、
審
査
の
結
果
は
い
ず
れ
も
日

本
共
産
党
と
市
民
共
生
の
会
を
除

く
多
数
の
反
対
で
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。
以
下
は
各
議
員
の
陳
情

に
対
す
る
賛
否
の
態
度
で
す
。

　

ご
み
の
収
集
を
週
2
回
に
減
ら

す
予
算
も
共
産
党
を
除
く
議
員
の

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
収
集
回
数
の
削
減
に

対
し
多
く
の
市
民
が
「
困
る
」「
反

対
」
と
声
を
あ
げ
、
3
回
収
集
の

継
続
を
求
め
る
市
民
の
署
名
活
動

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
権
者
は

市
民
で
す
。
日
本
共
産
党
市
議
団

は
引
き
続
き
収
集
回
数
の
削
減
を

撤
回
さ
せ
る
た
め
力
を
つ
く
し
ま

す
。

「
ご
み
の
収
集
回
収
を
週
3
回
の
ま
ま
に
し
て
」
市
民
陳
情
が
不
採
択
に

「
ご
み
の
収
集
回
収
を
週
3
回
の
ま
ま
に
し
て
」
市
民
陳
情
が
不
採
択
に

市
民
の
声
に
背
を
向
け
た
市
議
会
議
員
は
…
…

施設名 選定理由 2018年度の
検討予定

金杉台中学校 10年後に1学年1学級の見込みである 早ければ再配置計
画案の決定まで

豊富小学校 10年後に1学年1学級の見込みである 方向性案の検討
高根小学校 10年後に1学年1学級の見込みである 方向性案の検討
咲が丘小学校 10年後に1学年1学級の見込みである 方向性案の検討
市場小学校 （仮称）塚田第二小学校開校後に児童数

が現在の半分を下回る見込みである
方向性案の検討

豊富中学校 10年後に1学年1学級の見込みである 方向性案の検討

▼ 船橋市が公表した検討対象施設（学校分）
436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます
 5月16日（水）

 4月19日（木）

▼週3回の維持を求める陳情採択に対する各議員の態度
○＝賛成、×＝反対、欠＝欠席、退＝退席、※＝選挙結果調から、（事）＝事務所

会派

氏
名

松
崎
佐
智

坂
井
洋
介

中
沢
学

渡
辺
ゆ
う
子

岩
井
友
子

金
沢
和
子

佐
藤
重
雄

関
根
和
子

い
と
う
紀
子

小
平
奈
緒

長
野
春
信

浅
野
賢
也

藤
代
清
七
郎

鈴
木
ひ
ろ
子

滝
口
一
馬

渡
辺
賢
次

佐
々
木
克
敏

川
井
洋
基

大
矢
敏
子

日
色
健
人

中
村
静
雄

七
戸
俊
治

住
所

西
船

高
根
台

前
原
西

習
志
野
台

丸
山

夏
見

若
松

咲
が
丘

三
山
※

芝
山

前
原
東
（
事
）

夏
見

古
和
釜
町

前
原
西

本
町

大
穴
南

習
志
野
台

馬
込
町

宮
本

海
神

二
和
東

三
山

態度 ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ × × × × × × × × × × × × × ×

日本共産党 自由市政会

（
事
）

（
事
）

（
事
）

会派

氏
名

鈴
木
心
一

桜
井
信
明

木
村
修

松
橋
浩
嗣

橋
本
和
子

藤
川
浩
子

石
崎
幸
雄

松
嵜
裕
次

鈴
木
い
く
お

斎
藤
忠

齊
藤
和
夫

う
め
な
い
幹
雄

池
沢
み
ち
よ

三
宅
桂
子

朝
倉
幹
晴

つ
ま
が
り
俊
明

浦
田
秀
夫

神
田
廣
栄

三
橋
さ
ぶ
ろ
う

高
橋
け
ん
た
ろ
う

岡
田
と
お
る

斉
藤
誠

鈴
木
和
美

杉
川
浩

滝
口
宏

長
谷
川
大

石
川
り
ょ
う

島
田
た
い
ぞ
う

住
所

松
が
丘

三
咲

旭
町

南
本
町

金
杉

松
が
丘

松
が
丘

薬
円
台

前
貝
塚
町

楠
が
山
町

高
根
台

三
咲

高
根
台

東
船
橋

行
田

高
根
台

松
が
丘

駿
河
台

習
志
野
台

二
和
東

東
船
橋

海
神

西
習
志
野
※

湊
町

咲
が
丘

三
山

芝
山

二
和
東

態度 × × × × × × × × × × ◯ 退 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 退 議
長× × × × × × × × ×

公明党 市民共生の会 民進党 研政会

（
事
）

（
事
）

（
事
）

（
事
）

（事
）

船橋清風会
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日本共産党国会議員団千葉事務所　043-302-2005
県会議員 丸山 慎一　047-424-6347

市 会 議 員
<市議団控室436-3030 FAX420-7201>

438-8647

4０４-２０３９
422-5278

432-9872
090-6156-8592
462-7273

事務所429-2160
岩 井 友 子

金 沢 和 子

渡辺ゆう子佐 藤 重 雄

松 崎 さ ち坂 井 洋 介

447-0557

493-8140
事務所440-7950

関 根 和 子

中 沢 　  学
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